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日本年金機構事業管理部門担当理事殿

別添A

年管管発0131第 1芳

平成 23年 1月 31日

ヒト免疫不全ウイノレス感染症に係る障害認定

における留意事項の追加について

ヒ卜免疫不全ウイルス感染症とその続発症による疾病及び障害については、

「ヒト免疫不全ウイルス感染症に係る障害認定についてJ.(平成 10年 2月4日付け

庁保険発第 1号通知。以下「当初通知j としづ。)により認定を行っているところ

ですが、近年の医学的知見を反映して当初通知の明確化を図るため、「障害年金の

認定(ヒト免疫不全ウイルス感染症)に関する専門家会合Jを開催し、審議を

行ってきました。

今般、開会合の「意見書jが別添のとおり取りまとめられたことから、ヒト免疫

不全ウイノレス感染・症に係る障害認定については、当初通知のほか、下記の取扱いに

より平成 23年 4月 1日から実施することとしましたので、・遺漏のないよう取り

扱い頗います。

言己

1 障害認定について

障害認定については、当初通知により、続発症の有無、その程度、検査所見、

治療及び症状の経過を十分考慮し、労働及び日常生活上の障害を総合的に判断

するほか、別紙 lの障害の程度の目安により障害の程度を判断し、それらのうち

上位等級の方で認定されたい。

2 診断書の様式及び記載要領について

上記 1の総合的に判断する場合や別紙 1の障害の程度の目安により判断する

場合に必要なヒト免疫不全ウイノレス感染症特有の障害の状態(検査成綴、身体

症状等、副作用の状況、エイズ発症の既往歴などの項目)を、別紙2の「診断書

(血液・造血器、その他の障害)様式 120号の 7Jの裏面に記載させるために

「⑬免疫機能障害Jの欄を設けたこと。
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併せて、診断書を作成する医師が適切に記載できるよう、別紙3の「記載要領J

を作成したので、ヒト免疫不全ウイノレス感染症による障害給付の錆求時に診断書

を配付する際には、新様式の診断書に記載要領を添付した上で、これらの書類を

申請者から医療機関へ提出するように指導すること。

3 その他

( 1) 別紙2の「⑬免疫機能障害j欄の f6.肝炎の状況j榔に記載された内容に

より肝疾患による障害の認定が可能である場合は、肝疾患について、改めて

診断書(腎疾患・肝疾患、糖尿病の障害)様式120号の6ー (2)の提出を要し

ないものであること。

(2) 別紙2の「⑮その他の障害j欄に、エイズ指標疾患となっている悪性腫蕩

(カポジ肉腫、原発性脳リンパ腫、非ホジキンリンパ腫、 浸潤性子宮頚癌)

のほか、目工門癌、・肺癌、ホジキンリンパ腿の記載がある場合には、記載内容

を考慮し、原疾患との総合認定または併合認定により認定すること。
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障害の程度

1級

2 級

3 級

陣容の程度の ・目安

日J(ア+イ+ウ)又は[9)を満たす場合とする

【検査項目】
ア CD4値が200/μa以下(4遭以よの間隔をおいた直近の連続する2闘の倹査値の平均値}

ロJ製紙1)

イ以下の項目のうち、 3つ以ょを満たす(4週以よの間隔をおいた直近の倹査において連銀して2回以上続()
a白血宝章数が3.000/μE朱満
bヘモグロビン量が男性12g/dfl、女性11g/dfl米満
c血小筏が10万/μE未満
dヒト免疫不全ウイルスーRNA量が5.000コピー/mQ以上
【身体定状等】
ウ以下の項目のうち、4つ以ょを満たす
a 1 目 1時間以よの~..臥床を必要とするほどの強い倦怠感及び易疲労患が月に76以上ある
b病態の進行のため.鍵常時に比し10%以之の体.減少がある
c月に78以上の不定の発然(3S

0
C以上〉が2ヶ月以上量産〈

d 1日lこ3回以よのJ!状ないし水機下痢がmこ7目以上ある
。1日iこ2回以上の屯I!tあるいは30分以上の橿気が月に7日以上ある
f 動傍や怠普しくなる症状が毎日のように出現する
s銑附V療法による目微生活に支障が金じる副作用がある(a-f以外)(抗河V療法を実絡している場合}
h生鮮食料品の摂取緩比等の日常生活活動ょの制娘が必要である
j 1年以内に口俊肉カンジダZ包帯状箔修、単純ヘルペスウイルス感般信、伝染性教属鹿、尖圭コンジローム等
の日和見感染症の既往がある
j医学的理由{注1)により銃HlV療法ができない状態である

8 回復不能なエイズ合併症のため介助な〈しては臼昔前生活がほとんど不可能な状餓{注2)である

両日7干イ+ウ}文lま[9](ア+ヱ〉を満たす場合とする

【検釜項目1
ア CD4値が200/μE以下(4週以上の聞隔をおいた直近の連続する2固の検査値の平均傭)
イ以下の項目のラち、2つ以上を満たす(4週以上の悶隔をおいた直近の検査において連続して2回以上続()
a白血縁数が3.0001μa朱満
bヘモグロピン量が男性12g/d.l!、女性1司g/d2未満
。血小伝fJ<10万/μ量未満
dヒト免疫不全ウイルス-RNA震が5.000コピー/mQ以上
【身体症状等】
ウ以下の項目のうち、3つ以ょを満たす
a 181時間以上の安飾臥床を必婆とするほどの強い倦怠感&び易疲労感が月1こ7目以上ある
b病餓の進行のため、健常時に比し10%以上の体重減少がある
c月に7回以ょの不定の発然(3S0C以上)が2ヶ月以上級〈
d 181::3回以上の泥状ないし水線下痢が月lこ7日以上ある
e 181こ2回以上の積吐あるいは30分以上の噂気が月に7日以上ある
f 動倖や息苦しくなる症状が毎日のように出現する
g t古川V療法による日常生活に支障が生じる副作用がある(a-f以外)(銑附Vf際法を実絡している得合}
h生鮮食料品の筏取祭止等の日常生活活動上の制限が必要である
i 1年以内に口腹内カンジダ袋、帯状翁疹、厳鈍ヘルペスウイルス感染症、伝染性軟鼠E量、尖aコンジローム毒事
の日和見司書黛症の既往がある
j医学的理由〈注刊により抗HIV療法ができない状態である
【その他】
エエイズ発症の既往aがある
[A](ア+イ+ウ)又は(9](ア+ヱ}を満たす渇倉正子事

【倹査項a】
ア CD41査が350/μ且以下(4週以上の間隔をおいた直近の連続する2図の後宣伝飽の平均値}
イ以下の項目のうち、2つ以ょを満たす(4週以上の間隔をおいた直近の検査において連続して2回以上続()
a 白血E事数が3.000/μ量未満
b ヘモグロビン量が男性12g/dfl、女性11g/d2釆満
。血小額が10万/μE未満
dヒト免疫不全ウイルスーRNA量が5.000コピー/mQ以上
【身体袋状等]
ウ以下の項目のうち、2つ以上を満たす
a 1日1時間以よの安静臥床を必要とするほどの強い倦怠感及び易疲労感が月に7自以上ある
b病態の遂行のため、健常時に比し10%以上の体重減少がある
c Ji!J に7 8以ょの不定の~然{38"C以上)が2ヶ月以上続〈
d 1目!こ3回以上の泥扶ないし水線下痢が月に78以上ある
e 1日1::2回以上の可Il!tあるいは30分以上の曜気が月に7回以上ある
f 動停や息普しくなる復状が毎日のように出現する
g抗HIV策法による日常生活に支隊が生じる副作用がある(a-f以外)(抗HIV療法を実施している場合). 
h生鮮食料品の療取祭Jl:等のB常生活活動上の制限が必要である ‘ 

i 1年以内に口腔肉カンジダ症、帯状癌疹、単純へルペスウイルス感染症、伝染色軟属種、尖釜コンジローム等
の白羽lt~~量症の既往がある
j 医学的理由{注りにより銚HlV銀法ができない状態である
【その他】
エエイズ発症の既往歴がある

{注1)r医学的理鴎』とは、2党議による肝障曹、白血E寧数減少などの副作用などの医学的事項l乙よるも訪をいラ.
{注2)r回復不能なエイズ合併症のため介助なくしては日常生活がほとんど不可能な状餓』とは、ヱイズ合併症
(rサーベイランスのためのHIV感染症/AIDS鯵断益準J(厚生省エ4ズ動向霊長会.1999)が銀択した
指糠疾患としてあげられている合併症J)が図復不能に陥り、日常生活のほとんど金てが介助なしでは過
ごすことができない状態をいう.
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⑩免疫後能障害 {平成 年 月 日現‘
I .検子r. }戎紛 1 2. 身体罰li~ 状等

K~主主~I 以川 ・ ・ | ・ ・ 1 判前_l 1(i)!~，，~~間以上の制問問側とするほど肉強いj~:t.!:1ì.'tω
I . ._. 1 '"疲労!!がJH:.i11以上ある ( .(.i 

|CD4附抑制II川 I I I U伽態の進行のため、削川七1..10%以上町体棚少がわる{有
L-------~----~ I@nに 7 11 以上の-{~jtの必然 (:1 8'C以よ}が2 ヶ月J;(よ鋭< ( イf

t現住日以前の4週間以上の閉陽をおいτ実鈍した遭続する直近2固の検釜結果を 1@11lに31"1以上山泥状郎、1..:水線ド鰍.f.jlこill以上ある ( ~. 
Ii!入し、ー番右の欄にはその平均値をIi!入して〈ださい.) 1@1111二2和l以上的噌o.I;ゐるい1:¥30分以上の嘱気がHに711 ( イi
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6. 111'炎の状況 {口薬剤位
{1)検 T電所見

i tt~ー-.!..!・|附|
i血清 7 ルプ tン I .IM 
IA ST CCOT) 
AL. -r (C.. TJ 
|ブ"1ロンピンh昔
時"n I tl:J是砂
1総ピ明，レピY (;;;) r 皿 IrII!

⑮ その他の障害

有 無 I;J:~、 いいえ] 
口 C型・口その他{・
(2)臨床所見

食道鈴RlI槍 無 ・有

sl' 械 :a 型軽 ・ {i 
sf絢胞Oi 無・ 4旬f
肝 tl脳依 然 ・ 有
限水 無・:tr
洞化管出胤 無・-ff

(~，ピリルピン信仰上停をきたす-*測の使JII
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lつ | {内線銑による、 X線進13による、その他{
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(1年以内に発Z草したことがある]
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(平成 量手 月 日現症)

1.症状
。}自覚 11.状

2.検査成繊
(1 )血液・斗:化判館

山~剖l\t I!I. 
l 赤血球 ~ I 万i/'" 
~モグロピン~Ilf I ~rte 
へγ トタリ γ トI% 
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(2)他党所見
(2)その他の検1'fl品線

3 人工隊総宅事

(1)人工RI門治鍛無・有 滋綾年月日:平成 年 月
「荷鍬C，.J.IJ1，平成 年 A 

(z) Ii! 2事変更術無・宥 渚nCI;}j日 :f.f.lt 年月
l別銅年月日:'1"1，2 rl! 月

ωf~ l1i脱造役祭・有 下術年月日 :'1"捻 q; 月

w 白己導尿の常時施行 無 ・有 l周始年島日:平成 年 月。 日

終T年月日:平成年 刈 回
無・有 (:11デーテル官'111，平成年 月 日}

ロM

目

"
u
H
nロ
川
H

(5)発全尿失策状態

{自}その他の ‘手術 無・有{ 】平成年月日

⑮ 
現往時の日常生活活
鵬首量カ及び労働鎗カ

{必ず館入して下さい}

⑪ 
予 後

{必ず包入して下さい}

⑩ 
自信 考

k記のとおり、診断します。

病院Xは診療所の名称

所 在地

‘I~}J.民年月日

診療担当科名

阪師氏名 同l
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{記載要領(医療機関配布用)] 

ヒト免疫不全ウイルス感染症の障害認定に

係る診断書の様式が一部変更となりました

医療機関においては、ヒト免疫不全ウイルス感染者から障害年金の裁定等に必要な診断書の作

成の依頼を受けた場合には、次の点に留意され、診断書の記載漏れ等のなきょうご協力をお願い

します。

女氏名、生年月日、性別、住所、①~⑫欄、⑩、⑮、⑪欄は必ず記載してください。

く留意事項〉

診断書表面

[@i釦丙の発生年月日】

①欄の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病と関連のある傷病

のうち、最も古い傷病の発生年月日を記載してくださ"'0

隠ゅのため初めて医師の診断を受けた日】

③欄についても、①欄の傷病が複数ある場合は、障害年金の支給を求める傷病およびその傷病

と関連のある傷病のうち、最も古し、傷病の初診年月日を記載してください。

{⑤既存障害】

[⑤既往症]

ヒト免疫不全ウイノレス感染者の身体の状態を判断するため、ヒト免疫不全ウイルス感染症以外

の既存障害(血友病性関節機能障害、肢体障害など)や既往症(例えば、血友病、慢性肝炎など)

が存在する場合は、必ず⑤「既存障害j欄又は⑥「既往症j欄に記載してください。

【③診断書作成医療機関における初診時所見】

{⑤現在までの治療の内容、期間、経過、その他の参考となる事項】

【⑮現在の症状、その他参考となる事項]

上記の「⑤既存障害J 文は r~既往症J の傷病についても詳細に記載してくださし、

また、ニューモ、ンスチス肺炎など日和見感染症等がある場合はその症状等とそれらの出現煩度

等についても記載してくださ."、
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[記載要領(医療機関配布用)】

表面 〔記載例〕

① @ sa伽 察権
防御の原因

後血肝炎天:&病性{慢免A性疫と不型全)症候群
傷病の発生年月日 姪jO年O月011

となった

儲病名 @①のため初めて医師

芯 O年OJtOn 管務者の診療を受けたIJ

@Its病の線悶 血却剤空関節症

.x~ま誘因 22T?をあ械 O年 0月 O日)I幣 既往症 JtniJ¥級減少、反復性肺炎

⑦{伝病が治った(症状が回定して 傷病が治っている場合 ・・・・・・・治った日 平成 年 月 n 議~
治療の効果が期待できない状態

1ft定

を含む.)かどうか 傷病が治っていない場合 -・ ・・・1定状のよくなる見込 有・@ 不.明

@'診断書作成医療機 名縁側節内出血による膝関節の鍾服b帯化し‘歩行制限あり.

|羽におけるみl診時所見 前庭によりABC/RlV.ノ'APV/E附を処方されていたが‘
線符定紋.11気お喰くなり、平尾oeo月0自に前医1;:λI;tと13り、仏ウイルス療法1ま中止となっていた.

初鯵年月日

(昭和・@JlfOJlOII)
当院，fTJ.l当時.C04 16. H 1 V -R N A量 4.0xl0'コピーと免綬能低〈、身体繍見でfWυシJ閣の醐制見られた.

れ:までの治療の
0年0月から銑H1 V~鹿3剣併用翁法を開始したが.凶作用1J~訟〈‘ 0年o月に休業した. th療回数|年11024問、月刊 2 悶
CD4舗は3501J憎までE摘を留めていたが、 体薬後‘徐有に低下し、

手
Oi手0月時点ではCD41ま200を下回り、刷、厳制喝総S書しており、

内容、期間、森過、その 消捌えsがf軍告、易型自殺性を示していた.現在宅5月2図ほど通院し.治癒を行っている. 術手術名( ) 

他の参考kなる事項ー 箆 手術年月日( -!f- n 日}
⑩現ffの症状、その 副時O間S作F用町O月が-ヨ時m萌術点でで棚あ上旬柳りの‘組館よ周うは活豊へ体中止の力術淵住I生ざZる的紋思を配得慮は目絶助立縁と、生していたため.阪日初~I見u事で設ち身定体予九防め援鏑の顧J!il問は大は量中t止Fコた憾.jjでtおHIV議易服体的用負によ鎮のる消みは化活らZず~t、去のた.しかし. 止不司 り、
他参考となる事項 活湖鳳I事大著かった.

【⑪言十測】

身長、体重は必ず記載してください。また、視力障害を併発している場合は、視力や視野の検

車徳果も記載してください。

表面

175 

欠損なし

【⑫一般状態区分表]

cm 

58.5 
75.5 

〔記載例〕

・ヒト免疫不全ウイルス感染者の-9T状態区分については、⑫欄に必ず込記載してください。また、

その際には検査数値、他の既往症、治療実績等を加味した上で該当する区分に記載してください。

表面 〔記載例〕

@ 一般状態区分表 (平成 O年O月O目)(該当するものを営んでどれかーっそOで問んでくださいJ

ア 鰍t~1'{怯活動ができ‘制限を受けるこ Eなく、制約と附!こふるまえるもの

イ 後皮の倒防:ぁ 9. 肉体労働IUA鍛を受けるが~n、~労働やm業はできるもの 例えば、住い家iff.事務など

ウ 歩行や身のまわりのことはできるが、時に少し介助が必漫なこともあり‘舷労働はできないが、口中の50%以上I:U長続している1.")

@ 身伽の削の附あ防る蹴蜘のこ川と幻tltは附tで制き初る杭が、 uまれしJ.，I伽悩媒肘帆で乞、 仰附の 5刊0%帆以批~.1酬嚇肌L口ωて功お制l). t川.tl白lカ問で計咋!は土泊極断外へ州叫叩の州州州外似制1[附B
才 身のまわりのこともできず‘常に介w助Jを必賓H‘終日w床年を強iわ、られ.話t鋭tclωJ箆悶aが:jお五iお;jlむJ.f;ねlベyド賜i辺Eに目mられるもの
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{⑬血液・造血器】

血友病にも橿患している場合は、 fl 臨床所見J、f3 輸血の回数及び総量J、f4 凝固因子

製剤Ij輸注の回数及び量j の欄を記載してくださし、

f2 血液検査成績J、f5 造血幹細胞移植j、f6 その他の所見Jの欄は記載する必要はあ

りません。

表面

⑬血譲 ・造血器 (平成 01FOI'IO 日夜往}
l 臨 lぷ所見

(ア) 自覚症状

疲労~
動 f.y. 
息 切 れ
~ 然 .，v，:・)
r~~ 節 IIF.状 -箸}
易感染性 .・~}

(イ) 他U:i済 見

~ì'II' 節脈眼
:ill包傾向 ( ・ ・t，:>
号案 βE ( ・有・苦)
IIF 脱 { ・ 省・~)
l隊 雌 ((Y. . ;(i .努)

1 ti曲lO)阿~及び総llt

0凶 00 me 

(lドl戊O年O刈0 1ト ー平成 oiF 0 J， C (J) 
4 -箆E間関;f.~U"l特'f~(I)I'll数及び泳
O(i.， ~r 00 m~ 

('l'.r，Jt 0 {f三 OflOU .... i]l必 01手OJ!On】

!i .iu血検細胞移tn. 

無 ・イf
経過

診断書裏面

[⑪免疫機能障害1

1.検査成績

{‘1'1ぷ ~・ JJ IJ) 

〔記載例〕

2 血 液 検査成紙 (;ド成 f下 J~ [J) 

(ア} 末lI'isll i夜 (イ)什 t6 

司事 血球 X万111o 有 i主制総
暗グp~倒立 g Id!' a t主 球 / J1 Q 
ヘマトクリ川、 宅~J.J ぷjf. ~ ~{， 
内 血 球 IIlQ T目絞 E事 。A，， 
Wi m ~ IIlQ リンパ lR % 
ヰi 正者 % 倒 的 純i胞 q陥
りンパ球 / p. ~ 燃位Eま ω} とみ;来.f;~ (1:)との比 (G/F.)
r，;約締ぬ 私.

l包 小 J反 X JjlμQ 
4同m;rul 総数 も'J (ウ}出品L傾向
!血前総lli内 巴Ide ωWl時1~1 ( 1ま) 分

，¥P1'T (ぷ旬IjYi ~少) . {'Io 

いこ) そ の他 El 盤~G絡淀川| 断~

6 その It!!の 所 見

CD4陽性Tリンパ球数の測定値は、診断書の現症日以前の4週間以上の間隔をおいて実

施した連続する直近2回の検査結果を記入し、その2回の検査値の平均値も記載してください。

検査を行った日付も必ず記載してください。

白血球数、ヘモグロビン量、血小板数、 HIV-RNA量の測定値は、診断書の翠星E必
前の4週間以上の間隔をおいて実施した連続する直近2聞の検事惜果を記入してください。検

査を行った日付も必ず宮己載してください。

2.身体症状等

日数、回数、数値、下痢や幅吐などの症状の確認は、カルテに基づいて記載してください。

日常生活活動上の制限とは生鮮剣同品の摂取制限以外に、生水の摂取禁止、脂質の摂取制
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限、人混みの回避が含まれます。

3.現怠持続している副作用の状況

ヒト免疫不全ウイルス感染者に対して投薬療法が行われ、現産日時点で持続している副作

用が生じている時は、該当する項目にチェックをいれてください。

診断書に掲載している副作用の項目以外の副作用が生じている場合は、治療に使用した薬

剤名、服薬及び副作用の状況について詳しく記載してください。

4.エイズ発症の既往の有無

診断書の現庄日以前に、エイズを発症したことのある場合は「有JにOを、発症したこと

のない場合は「無JにOを付してください。

5.回復不能なエイズ合併症

エイズ合併症が回復不能に陥り、日常生活のほとんどが全面的111ト護なしでは過ごすこと

ができない状態をいいます。回復不能であるかどうかの判定は診断書押成:医の判断「でお願いし

ます。

6.肝炎の状況

ヒト免疫不全ウイルス感染者が、肝炎を発症している場合は、肝炎のタイプにチェックを

入れ、検査所見湖、臨床所見摘を記載してくださし、

なお、臨床所見欄の rs般KJは、治療により軽快する場合は f有JにOを、治療を行うて

も軽快しない場合は I著JにOを付してください。

裏面

⑭免疫機能障害

〔記載例〕

{平成 O 年 O 月 O 日現症}

1 .検進成績 12.身体経状等
同~I'ltl'占M ・ o ・ 01 (1・0・oI 州 IIU) ~.':，.!糊以上倒酬を必廷とする鐙噛い剛山
r~~~;.~~:;1 ;~~- 1-2~6-i -2;8-I ;itjj♂労感がJIIζ7目批あるω4附抑制I'川 I246 I 228 I 2 ゆ悠の滋削帆附叫1叫帥鰍少がある

」一一一ー一一_，I..一一一 |③Rに7n以上的不定の完音色(:J8''CJJ.Uょ}が2ヶ月以上総〈
UlI'主B以前の4週間以上の間隔をおいて実能した連続する竃近2箇の検.給製を 1@ 1 1:1 3回以上の誕状ないし水~rF附ð\JJ1.; 7 U以kある
包λし、 -11右の鋼にはその平均値をIi!}.Lて〈ださい.) I@I 1.1(こ 2 間以上の脚上bるい:130分以上の経~tがnに 7 1:1

l 以上ある
厄苛ト4主目|附 1 0・0 ・010・0.0 11側榊仰しくなる鰍判長JIのようにUlllI.i'る
l rJ 胤 成 ~ I /I(g 1 ・4580 I 4650 11倒的I1vltllt:による 11常生活!こJiM~I~じる悶fI判がある

lへそグロピン盤I~!r1rl .... 13， 1 ... L. 14. 8 I1 {(I)--ゅの鰍を除<l(抗日1V~眠法制慾している腕J ( (却・ 鰐}
l 血 小 仮 数l万IlJu1 16.8 I 19.2 11⑧生鮮食符品の俣依然Jb等のn常生活fM.IJ.I二の~IIM;必楽である( (初・ g ) 
L~ IV-RNA股I，r-/・.， 6.1>:10' I 5.Jxl0' ll@llf以内こnr.lllカンジグ鋭、制J~!ílE、時収ψイルル~ス感慨 ......... 
t現Ii目以前の4温則以上のm隔をおいて..した遣自書する直近2自の後釜結果を i 伝治性依緑風尖aヨシジローム駒】u拘Jt泌協の阪Eがある ( (i ・001
包入し"t<ださいJ I明i)M~的燭仰に.t 'lfiUl1 V波紋ができない11:~~であゐ ( 11ぃ・6、いる)

'3.-~在京摘している酬明の状i丸一一一一一一一一… 14. エ叫イズ柑発縦語石羽疏究沼E訪0)1川5. lij向峨!臨官復Il'!;i能f戸平有支刃2苔fo慌百吉E芯7 
口i代t謝制泌常 包附~I-ø同フ「 口釘m窃 ロ府~l!í 凶凶R 衿州除.吉s 口 神柑g 附附~I 仇仰無 I a. ~弁何t巾助五〈して {は主 M川H常悦t凶生聞訴伽泊がt 
C~叫……叫即叫…{側酬…築馴剣

11 有 .@ I 1伽ま剖かLい、 .@ 

命
白
雪
・
@
@

有

列

A
W刊
訂

6.肝炎の状況 {口薬剤性・口問・B"c抱 口その他( ) ) (肝炎を鎗症している泡舎は必ずIi!.して〈ださい.J
(1】後遊所見 (2)備隊 mJI. 
~ ql~ 0・0・0 0・0・0 ai-脳相〈 )) 
血iiI，.ルプミ y g/cll! O. 0 O. 0 nt 従量E ・ぜ( (j~1IC1t‘ ~~f~償n ) 
，¥Sl' (O()t'> 。。 。。 sf I置胞 術 ・有

AJ.T (ClJ"r1 。。 。。 IIf t世尉減 . (j (1 ，匹以内に発lE.lたことがある}

ブ町民ロiトロンピン -μs ・ '-J(. 0(， 厳 ホ ・宥・ rr
.Io!JI.抄 。 o 例化管川 有 (l~~内l羽山ニ川る}

IH") '" t' Y (1誕} 劃clde 。'，_0 0..0 {議ピリルピンif(f)，I::s.をきた 剤の俊sI (!3 . (r) 
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[⑬その他の障害】

ヒト免疫不全ウイルス感染症とその続発症、副作用により、悪性腫蕩(※)、精神疾患など、日

常生活、社会生活に支障をきたしている他の疾患が見受けられる場合には、その状態についても

記載してください。

(※カポジ肉腫、原発.t制送リシパ腫、非ホジキンリンパ腫、浸潤性子宮頚癌、日工門癌、肺癌、

ホジキンリンノ切重に限る)

【⑮現症時の日常生活活動能力及び労働能力】

現産時において、感染者の日常生活がどのような状況であるのか、また、どの程度の労働がで

きるのかなどを具体的に記載してください。

[⑫予後}

診断書作成時点において想定される予後を記載してください。不明である場合はその旨を記載

してください。

裏面 〔記載例〕

⑮ その他の障害 (平成 O 年 o .Ff 0 日夜疲)
1.総v¥ 2.検 r長成績
(1)日 fttE状 ( 1)巾悩・生化学険適!

0年0月、ホヲキンリンパ腫を発症。 山ト止さ日 単位 ~銭占~fl!ìlti . . . 

周年O月より薬物療法を行い、現在は寛解状態にある
舟; it I者数 7jl p2 

ー--へそグロピン濃度 pjdf -----が再発の可能性があり、経過観察中。 へγ トク!J'7ト a，u ， 

也消 f~ lli白 oldf ---血清γルプミン Mdf ----
(2)他党 m弘
0年0月、頚部に腫脹があるのを自覚する. (2)その他の験否情緒

寝汗カ叱〉どく、倦怠感もあった.

現在は落ち着きつつある也、多少症状は残存して

いる.

3 人:r.搬 ~H事

(1)人工紅門iU! 然 .:(( 治般ff.JIi1 :平成 年 JI 日 (~)自己場"1'の常時!.íi11 無・J，f ll!I始年月日:平成 11; 月 臼

防11l'i!!')f日:.!1!J& 年. 11 日 務γ作Jf目:平成 年 Jf 日

(2) Il< ~~変質的!\ . :{; i主目立If.)ffl :平成 Jl 11 (5) "主t.ll!失4占状態 鰐.11 (カデーテルm~; 平成 午 11 11) 
MI1I!I;月日:平成 月 . tf 

(3) iIi !>> p.t巡1~ 祭・賓 :l'fjf1f'JI A :平成 年 " 
日 (6)その他の手術・焦・イf( ) lJ!lt~ IJ' 11 n) 

⑮ 
Jl'盆鋳の日常生活活 CD4値は200を超えて回復してきているが、呼暇器感染症などを繰り返し、免疫j量感不全感状ち態は遺
動能力及び労働能力 延している。抗H.IV薬の副作用による精困難符怠症状状態で抑うつ状態が出現し、薬諺による 樺 ちあり、

日常生活に支障をきたしている。就労は が続いている.
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予 後 永鮒引こ治療が必要である.
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